様式第３号
誓　約　書

令和　 年 　 月 　 日
沖縄県知事　玉城康裕　殿
申請者住所

会社名

代表者　　　　　　　　　　　　　　印
当社は、「令和６年度首里城公園地内文化財等清掃・巡回業務委託契約」にかかる一般競争入札への参加を希望するにあたり、下記事項のいずれにも該当していないことを誓います。

また、業務の一部を再委託する場合も、同様であることを誓います。
	（1）  地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第１項に規定する者及び同条第２項各号のいずれかに該当すると認められる者で、知事が定める入札参加停止期間を経過していない者
（２）  会社更生法（平成14年法律第154号）の規定による更正手続開始の申立てをした者若しくは申立てがなされた者又は、民事再生法（平成11年法律第225号）の規定による民事再生手続開始の申立てをした者若しくは申立てがなされた者。
（３）　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団、同条第６号に掲げる暴力団員及び、それらの利益となる活動を行う者。
（４）　入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がある者。なお、資本関係又は人的関係がある場合とは、例えば次のようなものをいう。
ア 資本関係 次のいずれかに該当する場合
1 親会社等（会社法（平成17年法律第86号）第２条第４号の２に規定する親会社等をいう。以下同じ。）と子会社（同条第３号の２に規定する子会社等をいう。以下同じ。）の関係にある場合
2 親会社等を同じくする子会社同士の関係にある場合 

イ 人的関係 次のいずれかに該当する場合
1 一方の会社の役員（株式会社の取締役（指名委員会等設置会社にあっては執行役）、持分会社（合名会社、合資会社若しくは合同会社をいう。）の業務を執行する社員、組合の理事又はこれらに準ずる者をいう。以下同じ。）が、他方の会社の役員を現に兼ねている場合
2 一方の会社の役員が、他方の会社の管財人を現に兼ねている場合
3 一方の会社等の管財人が、他方の会社等の管財人を現に兼ねている場合
　ウ その他の入札の適正さが阻害されると認められる場合
　　　　組合（共同企業体を含む。）とその構成員が同一の入札に参加している場合その他上記ア又はイと同視しうる資本関係または人定関係があると認められる場合。
（５）  一般競争入札参加資格確認申請書提出の日から入札の日までにおいて、沖縄県の指名停止又は指名除外の措置を受けた者。
（６）　労働関係法令を遵守していないもの。



